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1．はじめに
　本稿では、新石器時代のレヴァント地方における黒
曜石交易の時間的変遷と地域性を把握することで、レ
ヴァント地方における新石器化プロセスの多様性（有
村誠本号参照）を黒曜石交易の視点から理解すること
を試みる。筑波大学による北西シリアのエル・ルー
ジュ盆地での調査、および東京教育大学によるクミナ
ス（Qminas）遺跡の調査で出土した黒曜石製石器の
産地同定分析結果を中心に、レヴァント各地の遺跡で
見られる黒曜石交易の様相を検討する。
　西アジアの先史時代に、肥沃な三日月地帯の遺跡に
おいて打製石器や装身具として用いられた黒曜石の産
地は、アナトリアからコーカサスに広がる山岳地帯に
限られる（図 1）。これらの地域には多くの黒曜石産
地が点在するが、黒曜石の化学組成（含まれる元素の
比率）は産地ごとに異なるため、遺跡から出土する黒
曜石製の遺物を理化学的手法で分析することでその産

地を特定することが可能である。1960 年代に始まる
C. レンフルー（Renfrew）らの研究（Renfrew et 
al. 1966 など）を嚆矢に多くの分析結果が蓄積してお
り、肥沃な三日月地帯においては、中央アナトリアの
カッパドキア産地群からの流通圏と、南東アナトリア
産地群からの流通圏の 2 つの黒曜石流通圏（図 1）が
あきらかになっている（Renfrew and Dixon 1976）。
　この 2 つの流通圏、すなわちカッパドキア産の黒曜
石はレヴァント方面に流通し、南東アナトリア産の黒
曜石はメソポタミアおよびレヴァントの双方へ流通す
るという図式は、その後も多くの研究によっても確認
されており（Cauvin and Chataigner 1998 など）、
さらに、レヴァントでは時期を追って南東アナトリア
産黒曜石の利用が増加するという傾向があきらかに
なっている。最近ではそれに加え、ハラフ期以降に
コーカサス（北東アナトリアおよびアルメニア）産の
黒曜石が、数量は多くないもののレヴァントやメソポ
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タミアに流通した状況がわかっている（Frahm et al. 
2016; 前田 2017; Campbell and Healey 2018 など）。
　このような黒曜石交易のネットワークは新石器時代
を通して維持されたが、新石器化のプロセスにおける
社会変化と黒曜石交易の変化に直接的な対応関係が見
られるかというと、そうではないようだ。また、最新
の産地同定分析結果にもとづいてレヴァント地方にお
ける黒曜石交易の状況をあらためて見直すと、同じ流
通圏の中にあってもその交易パターンには地域性が見
られることがわかってきている。特に、エル・ルー
ジュ盆地やクミナス遺跡が位置する北西シリアとユー
フラテス河中流域との間では、黒曜石利用に明確な地
域差が存在することが確認されている。
　このような黒曜石交易のあり方には、レヴァント地
方おける新石器化のプロセスの多様性が反映されてい
ると考えられる。すなわち、新石器化のプロセスはレ
ヴァント一帯で一様ではなく、地域性に富んだもので
あり、従来言われてきたように、ユーフラテス河中流
域に発した PPNB 文化がレヴァント一帯に画一的に拡
散したのではなかったことを表していると考えられる。

2．�エル・ルージュ盆地およびクミナス遺跡における�
黒曜石利用

　筑波大学では、1990 年代初頭に北西シリアのエ
ル・ルージュ盆地において岩崎卓也が考古学調査を実
施 し（Iwasaki et al. 1995; Iwasaki and Tsuneki 

2003）、さらに 1990 年代後半からは、新石器時代の大
型集落であるアイン・エル・ケルク（Ain el-Kerkh）
遺跡において常木晃が発掘調査を実施した（Tsuneki 
et al. 1997, 1998, 1999, 2000, 2006 など）。また、それ
に 先 だ っ て、1981 年 に ル ー ジ ュ 盆 地 か ら 東 に 約
20 km に位置するテル・クミナス遺跡において増田精
一が小規模な発掘調査をおこなっており（Masuda 
and Sha’ath 1983）、これらの調査によって出土した
黒曜石製石器の多くが、現在筑波大学に保管されてい
る。この黒曜石資料は、PPNB 期から前期青銅器時
代までを含む長い時代幅をカバーするもので、時期に
よって資料数に差はあるものの、この地域における黒
曜石交易の時期的変遷を定量的に追うことを可能にす
るものである。
　これまでに分析した黒曜石資料は、ケルク 2 号丘、
アイン・エル・ケルク、アレイ 1 号丘（Aray 1）、ア
レイ 2 号丘、アブド・エル・アジズ（Abd el-Aziz）、
クミナス出土の黒曜石製打製石器である。複数の機会
において産地同定分析を実施しており、現在までに合
計 1533 点の資料を分析済である。このうち、沼津高
等専門学校の望月明彦および名古屋工業大学の内田哲
男にそれぞれエネルギー分散型蛍光 X 線分析、ICP-
AES 分析を依頼した 889 点については既に報告済

（Maeda 2003a; 前田 2010）であるが、その後 2016
年にマンチェスター大学において、ハンドヘルド型蛍
光 X 線分析装置を用いてこれらの資料の再分析と新
資料 644 点の分析をおこなった。したがって本稿で

図 1　アナトリアおよびコーカサスの黒曜石産地とレヴァント・メソポタミアにおける黒曜石流通圏
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は、マンチェスター大学での分析結果を、最新のデー
タとして用いて論を進める。なお、マンチェスター大
学における再分析では、それ以前に実施した産地同定
分析と完全に一致した結果が得られているほか、それ
までの分析では不可能であったネムルトダー（Nemrut 
Dağ）産とビンギョル（Bingöl）A 産の分別に成功
している。
　図 2 は、ルージュ盆地遺跡およびクミナス遺跡で利
用された黒曜石の産地の時間的変遷を表したものであ
る。分析した全資料の内、資料選択のバイアスがか
かっていない 1390 点を用いている。アイン・エル・
ケルクの PPNB 前期の資料は 6 点しか分析していな
いため、ここでの定量的分析からは除外した。それぞ
れの産地の割合が時間を追って変化する様相はこれま
での分析からもわかっていたが（前田 2010）、今回新
たに分析した資料の産地同定結果もこの傾向に反して
おらず、以下の状況が再確認されている。すなわち、
PPNB 期後期から土器新石器時代中葉（前 7500〜
6100 年頃）までは、カッパドキアから運ばれた黒曜
石の利用が圧倒的に多い。PPNB 後期のアイン・エ
ル・ケルクではネネジダー（Nenezi Dağ）産も多い
が、その後はギョルルダー（Göllüdağ）東産黒曜石

が主要となり、それにネネジダー産が付随する。ギョ
ルルダー西、アジュギョル（Acıgöl）東産もわずか
だが含まれる。その後、北西シリアにおける土器新石
器時代の終末、いわゆるハラフ期（前 6100 年以降）
になると、大きな変化が見られる。南東アナトリア産
の黒曜石が急増し、南東アナトリアの新たな産地であ
るメイダンダー（Meydan Dağ）産黒曜石の利用が加
わることで、南東アナトリアの黒曜石がカッパドキア
のものを凌いで過半数を占めるようになる。さらに、
1 点のみではあるが、ハラフ期のアレイ 1 号丘からは
北東トルコ、コーカサス地方のカルス（Kars）産黒
曜石が見つかっており、ハラフ期以前のレヴァント地
方では利用されていなかった産地の黒曜石が、この時
期に新たに流通するようになったことが示されている。

3．レヴァント全域におけるトレンド
　ルージュ盆地遺跡およびクミナス遺跡で見られたこ
のような傾向は、レヴァント地方の他の遺跡において
も確認することができる。図 3 は、分析資料の選択に
よるバイアスの可能性をできるだけ取り除くため、各
遺跡における出土黒曜石中の多くが分析されている事

図 2　 ルージュ盆地遺跡およびクミナス遺跡で利用された黒曜石産地の時間的変遷（AK：アイン・エル・ケル
ク、K2：ケルク 2、QM：クミナス、AR1：アレイ 1、AZ：アフド・エル・アジズ）
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図 3　レヴァントの各遺跡で利用された黒曜石産地の割合
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例のみを取り上げ、分析された資料中における各産地
の割合を示したものである。この図からは、ルージュ
盆地遺跡とクミナス遺跡で見られたパターンと同様に、
PPNB 期および土器新石器時代にはレヴァント各地
においてカッパドキア産地群から運ばれた黒曜石の利
用が主であり（図 3A）、時代が下りハラフ期（ある
いは南レヴァントにおけるワディ・ラバ期）になると
南東アナトリア産地群からの黒曜石が増加する（図
3B）という傾向を読み取ることができる。また、ハラ
フ期／ワディ・ラバ期には、それ以前には見られな
かった南東アナトリアのメイダンダー産黒曜石が利用
されるようになることが確認できる。さらに、ドムズ
テペ（Domuztepe）、クルドゥ（Kurdu）、アレイ1 号
丘、アルカ（Arqa）、アイン・ジポリ（Ein Zippori）、
ハゴシュリム（Hagoshrim）における北東トルコのパ
シンレル（Pasinler）、サルカムシュ（Sarıkamış）、
カルス産の黒曜石や、ドムズテペ、アイン・ジポリに
おけるアルメニアのアルテニ（Arteni）産黒曜石に見
られるように、コーカサス起源の黒曜石も利用される
ようになることがわかる。やはり、前 6100 年頃に黒
曜石交易に大きな変化があったと考えられ、北西シリ
アで見られた黒曜石流通の時期的変化は、汎レヴァン
ト的な傾向として捉えることができる。

4．新石器化と黒曜石交易
　それではレヴァント地方におけるこのような黒曜石
交易の時間的変化は、この地域における新石器化のプ
ロセスとどのように関連しているのだろうか。
　レヴァントの遺跡において、植物栽培の確かな証拠
として栽培型のムギ利用が顕在化するのは PPNB 期
の初頭である。野生型のムギを栽培するいわゆるプレ
ドメスティケーションの段階がそれ以前にあったであ
ろうことを考慮すると、ムギ栽培の開始はさらに遡る
と考えられるが、いずれにせよこの時期における農耕
の開始とともに黒曜石交易に汎レヴァント的に起こっ
た大きな変化は見られない。また、PPNB 後期には
農耕社会の成立とともにメガサイトと呼ばれる大型集
落が発達するが（常木本号参照）、この時期にも黒曜
石交易が大きく変化する様子は窺えない。さらにその
後、土器新石器時代に入るとレヴァント各地において
集落規模が縮小し、土器の出現をはじめとして物質文
化の利用にも変化が見られるのだが、PPNB 期から
土器新石器時代への移行期においても、黒曜石交易に
画期的な変化は認められない。
　また、交易された黒曜石の量の指標として、各遺跡
におけるフリント製石器に対する黒曜石製石器の比率
を見ると、PPNA 期以降、徐々に黒曜石の割合が増
加する傾向が知られている（Ibáñez et al. 2016）。し

かし、ある時期に画期的な変化が見られるわけではな
く、漸次的な増加である上、南レヴァントにおいては
ほとんど変化がない。したがって、レヴァント全域を
マクロな視点で捉えた場合、新石器化のプロセスと黒
曜石交易の変化は、直接には対応していないというこ
とになる。
　一方で、レヴァントの主要地域で新石器化が一段落
した後のハラフ期における黒曜石交易の変化は、この
時期における社会変化と結びついているようだ。ハラ
フ期には、彩文が特徴的なハラフ土器の分布に見られ
るように、北メソポタミアと北レヴァントを横断して
ハラフ文化が広がり、トロスと呼ばれる円形遺構が普
及するとともに、集落構造に大きな変化が現れる。石
器利用においては、石刃製作や尖頭器の利用がほとん
どなくなる反面、半月形の鎌刃、タイル・ナイフ、両
面加工のダガーといった、この時期に特徴的な石器が
利用されるようになる（Arimura 1999; Maeda et al. 
2016）。
　黒曜石交易に目を向けると、その変化のタイミングは
こうした社会変化の時期に一致し、ハラフ文化が見ら
れる広い地域に共通して確認することができる。レヴァ
ントの遺跡で見られるメイダンダー産黒曜石の増加は、
メソポタミアの遺跡においても見られる現象であり、
ウンム・クセイール（Umm Qseir）、ヤリム・テペ 2
号丘（Yarim Tepe II）、アルパチヤ（Arpachiyah）
といったメソポタミアのハラフ文化の遺跡においても
確認されている（Renfrew and Dixon 1976; 前田 2010; 
Forster and Grave 2012）。また、こうした広域の変
化は、ハラフ文化圏を通って黒曜石が流通したと考え
られる南レヴァントのワディ・ラバ期の遺跡でも、メ
イダンダー産やコーカサス産の黒曜石が利用されはじ
める状況に反映されていると考えられる。PPNB 期
および土器新石器時代の場合とは異なり、ハラフ期／
ワディ・ラバにおける黒曜石交易の変化は、レヴァン
ト・メソポタミアにおける広域の社会変化と関連した
ものであったようだ。

5．黒曜石交易と新石器化の地域性
　黒曜石交易の時間的変化にレヴァント一帯で共通し
た傾向があることは前述の通りであるが、その反面、
各地域・各遺跡における黒曜石利用の詳細を見ると、
レヴァント地域内でもあきらかな地域性が存在するこ
とがわかる。
　例えば、ルージュ盆地の位置する北西シリアと、
ユーフラテス河中流域を比較すると、明確な地域差が
認められる。ユーフラテス河中流域・シリア内陸部に
おける黒曜石利用の時間的変遷を見ると、レヴァント
の他地域と同様に時期を追ってカッパドキア産黒曜石
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が減少し、南東アナトリア産が増加する傾向が見られ
る。しかしながら、これらの地域では南東アナトリア
産黒曜石の増加は PPNB 期にはすでに始まり、土器
新石器時代にはカッパドドキア産を凌いで主体的とな
る（Cauvin 2000: 94）。ハラフ期に南東アナトリア産
の増加が顕著になる北西シリアおよびレヴァントの他
地域に比べ、およそ 1500 年も早く変化が起こってい
るということになる。ユーフラテス河中流域において
は PPNB 文化の始まりと黒曜石交易の変化が関連す
る可能性があるが、PPNB 文化がレヴァント一帯に
広がる過程においては、黒曜石交易の変化が伴ってい
ないようだ。
　地域差は、黒曜石交易に関連した石器製作技術の相
違からも確認される。PPNB 前期以降、ユーフラテ
ス河中流域・内陸シリアを含めたレヴァント一帯にお
いて、ナヴィフォーム型を含む両設打面石核を用いた
PPN 式対向剥離石刃の製作が一般化するが（有村 
2013）、北西シリアの PPNB 後期以降には、これに加
えて、楔形の単設打面石核（図 4）を用いた単方向剥
離の石刃製作が盛んになる。ルージュ盆地のケルク、
アレイおよびクミナスからは、フリント製および黒曜
石製の楔形石核とともに、この技術で製作された石刃
が大量に出土している。また、ケルク遺跡では、墳丘
裾部における水路工事の際に、最大長が 15 cm に達
する大型の黒曜石製楔形石核のプレフォーム（石核整
形段階のもの）が出土している（図 4 下段、Maeda 
2003b）。同じタイプの石核は、アインダーラ 3 号丘

（Ain Dara III）、ジュダイダ（Judaidah）、ラスシャ
ムラ（Ras Shamra）といった北西シリアの複数の遺
跡でも知られており（Braidwood and Braidwood 
1960; Contenson 1992; Arimura and Suleiman 
2015）、黒曜石を用いた楔形石核による石刃製作が、
北西シリアにおける主要な石器製作技術の 1 つであっ
たことが窺える。
　ところが、このタイプの石核を用いた石刃製作は、
ユーフラテス河中流域ではフリント製、黒曜石製とも
に見られない。楔形石核から剥離されたと考えられる
黒曜石製石刃は少なからず出土するものの、楔形石核
の出土はなく、剥離後の石刃が他地域から持ち込まれ
たものと考えられる。
　このことは、交易された黒曜石の形状にもレヴァン
ト内で地域差があったことを意味する。北西シリアで
は、石刃に加え、石核・プレフォームあるいは原石の
状態で黒曜石が流通したのに対し、ユーフラテス河中
流域では石刃の状態でのみ流通したようだ。ケルク出
土の黒曜石製石刃と楔形石核のほとんどはギョルル
ダー東産黒曜石であり、ユーフラテス河中流域の遺跡
でも同産地の黒曜石の利用が知られているので、この
産地の黒曜石が北西シリアとユーフラテス河中流域の

双方に流通していたことは確かである。しかしなが
ら、交易された黒曜石の形状に地域差が見られる事実
は、黒曜石が単一の交易網に沿ってレヴァント全域に
一様に流通したものではなかった可能性が高いことを
示しているといえる。原石がカッパドキアから北西シ
リアの遺跡に持ち込まれ、そこで製作された石刃が
ユーフラテス河中流域に流通したというシナリオも排
除できないが、資料が十分ではない現時点での検証は
難しい。

6．レヴァントにおける黒曜石交易の多様性
　さらに、レヴァントの各遺跡で利用されたカッパド
キア産黒曜石の詳細を見ると、地域性に加え、レヴァ
ント地域内における多様性も浮かび上がってくる。こ
のような多様性もやはり、新石器時代における黒曜石
交易が、レヴァント全域に一様に黒曜石を流通させる
ような単純なネットワークではなかったことを示唆す
る。
　例えば、カッパドキアのネネジダー産黒曜石は、レ
ヴァントにおいてギョルルダー東産に次いで多く利用
された。しかし、すべての遺跡でネネジダー産黒曜石
が利用されたわけではなく、アスワド（Aswad）、
イェリコ（Jericho）、ナハル・ラバン（Nahal Lavan）
109 のように、かなりの数の黒曜石が分析されている
にもかかわらず、ネネジダー産が 1 点も含まれない遺
跡が複数存在する（図 3）。一方で、ケルクやシャー

図 4　 アイン・エル・ケルク出土の黒曜石製楔形石核（上
段）とプレフォーム（下段）
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ル・ハゴラン（Sha’ar Hagolan）ではネネジダー産
の割合が高く、特にアイン・エル・ケルクの PPNB
後期の層では、分析した 257 点中の 48.6％をネネジ
ダー産が占めている。このような遺跡間での差異は、
レヴァント一帯においてギョルルダー東産とネネジ
ダー産が常にセットになって流通したわけではないこ
とを示している。ネネジダー産の多寡に目立った地域
性や時期差は見られないため、時期ごと、地域ごとに
共通するパターンがあったわけでもないようだ。カッ
パドキア産黒曜石の流通には、より多様な交易パター
ンを想定する必要があるだろう。ちなみに、ユーフラ
テス河中流域の遺跡では、ネネジダー産黒曜石の出土
は極めて少ない。ギョルルダー東産黒曜石に伴ってネ
ネジダー産が流通することは希であったといえ、これ
らの地域については、やはり黒曜石交易に地域差が認
められるということになる。

7．まとめ
　レヴァントの先史時代における黒曜石交易をマクロ
な視点で捉えると、時期を追って南東アナトリア産黒
曜石が増加し、ハラフ期／ワディ・ラバ期になるとメ
イダンダー産やコーカサス産といった新たな産地の黒
曜石が利用されるという変化を見て取ることができ
る。しかしながら、PPN 期から土器新石器時代にお
いては、農耕牧畜の発達、集落規模の拡大、集落の再
編といった新石器化のプロセスにともない、汎レヴァ
ント的規模で黒曜石交易パターンが一斉に変化するよ
うな画期を見出すことはできない。その一方で、南東
アナトリア産黒曜石が増加する時期や、交易された黒
曜石の形状の違い、ネネジダー産黒曜石の利用の有無
には、レヴァント地域内においても明確な地域性と多
様性があることがあきらかである。
　黒曜石交易に見られるこのような状況は、黒曜石交
易が新石器化のプロセスとは無関係であったことを意
味するのではなく、レヴァントにおける新石器化のプ
ロセスが地域性に富んだ多様なものであり、単にユー
フラテス河中流域から一元的に進展したものではな
かったことを反映していると考えることができる。す
なわち、レヴァントにおける新石器化は、生業、集落
規模、社会組織、工芸、そして物資交易といった様々
な要素がすべてセットになった「新石器パッケージ」
として一様に進行したものではなかったがために、黒
曜石交易においてもレヴァント全域で共通してみられ
るような変化の画期は存在しないというものである。
新石器化のプロセスが、画一的で一様なものであれ
ば、社会変化に伴いレヴァント全域において黒曜石交
易が一斉に変化する時期が見られても良いはずだが、
実際にはそのような状況が現れるのは、新石器化が一

段落した後のハラフ期／ワディ・ラバ期になってから
である。レヴァントの新石器時代における黒曜石交易
の様相は、新石器化のプロセスが単純な一元論には帰
結できないことを示唆するといえるだろう。
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